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磯貝芳司教授を送る
一般教育課程教授 織田泰之
磯貝教授は，本年（1987年） 3月，本学の規定により，70歳で停年退職を迎えられる。教授
と私との出会いは，昭和22年， 北海道大学法文学部入学にはじまる。当時は専攻学科もちがい，
直接面談を得る機会はなかった。しかし，教授の風貌は，すでに白髪をまじえていて，学生達
の目には先生を仰ぐような気持ちで接していた者が多かったようである。
その後教授との関わりは，昭和40年，私が札幌市教育委員会に指導主事として勤務するに際
して，直接，当時の勤務校である札幌開成高校に，指導室長という立場でお出になった時には
じまる。磯貝指導室長の部下として，限りないご指導をうけることとなった。
次は，私がはじめて高等学校の校長となった昭和50年，すでに札幌旭丘高等学校の大校長と
して，また札幌市立高等学校校長会の会長として，再びご指導をいただいたことであった。
さらにまた，昭和59年，本学にお世話になることになった時，初等教育学科長として，再三
のご指導をいただくという奇しきこ縁になった。 感謝の気持ちをこめながら，教授のお人柄と
ご功績の一端をのべさせていただこうと思う。
本学における磯貝教授のご功績
昭和52年3月，北海道札幌旭丘高等学校校長を停年退職された教授は，乞われて同年4月本
学の初等教育学科教授として迎えられたのである。
昭和44年に設置された初等教育学科は，関係先達の多大なご労苦と，さらにまた学童の急増
期にあたり，本道の初等教育界に多くの優秀な人材を送りつつあったのである。
この時磯員教授は，教育原理，教育方法論，社会，教材研究社会を担当され，鋭意本学の教
員養成にかかわる教授内容の充実発展に寄与されることとなったのである。
昭和53年4月からは本学学生部長として，学生の生活面における訓育指導，ならびに就職関
係の面に努力され，北海道女子短期大学の社会的評価を高めるうえに大きく寄与されたのであ
る。
次いで昭和55年4月より，本学の図書館長としてご活躍になったのであるが，特に開学20周
年事業と して企てられた現図書館の施設，内容については，教授のご努力の数々が大きく本学
学生の学習に寄与していることをわれわれは知るのである。
また昭和57年4月より，カリキュラム委員長と して，さらに，この年9月より，開学20周年
の記念事業の一つである，創立20年記念誌の編集委員長と してご活躍になられたのである。
このように本学発展にひたむきなご努力の中で，昭和59年4月より現在にいたる間j初等教
育学科長と して果されたご功績も大なるものがあり，本学と共に歩まれた10年聞をふり返る時，
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畏敬の念を深めざるを得ないのである。
この10年間の中で，現在もひきつづき本学の運営委員として，また人事委員として長年つち
かわれた学識経験を活かされている。さらに法人浅井学園の評議員として，また昭和61年7月
には同学園の理事に選任され，本学ばかりでなく，大きく浅井学園経営の枢機にも参与される
こととなったのである。
日常教授のご指導をいただいている私達からみると，悠々とした大人の風貌の中に， きらめ
く知性を垣間見ることがあるが，それはやがて豊かな表情の中に包みこまれてゆく。
さらにまた，教授の口から，どんな人に対しても非難の言葉を聞くことは至難である。むし
ろ人の長所をあげ，称讃し，仕事への意欲をかきたてるという，すぐれた指導者としての資質
を持たれていることに感嘆の念を禁じ得ないのである。
したがって学生達も就職や，生活面での相談で教授の室を訪れる者が多く，親身になって応
対している姿に心打たれること しばしばである。
また学生達ばかりでなく，本学教官に対しでも，それぞれに温かい心づかいや， 気配りをみ
せ，本学の人間関係の円滑化に寄与するところ甚だ大きいものがある。
以上まだまだ数えあげれば限りなく続くのであるが，紙数の関係もあり割愛しなければなら
ないのはまことに残念でならない。
磯貝教授の研究業績
(1）共編
①未来ある子らに一校長講話集（昭44. 8，教育評論社）
②教育経営（昭40-43年度，札幌市教育委員会）
①研究紀要 （昭46-52年，北海道高等学校教育研究会）
④研究紀要（昭46-52年，札幌旭丘高等学校）
(2）共著
① 北海道教育評論一目標とその解説（第l集）（昭27.10一北海道教育委員会）
②北海道教育評論一教科の目標と学年目標（第2集）（昭28.10一北海道教育委員会）
①選抜教育の構想と実践（昭33.2，教育評論社）
④ 高校選抜，学力検査問題の検討（昭32.4，教育評論社）
⑤実践研究一小集団による学級づくり（中1の例）（昭34.11，教育評論社）
⑥教育評価研究（昭34.12，教育評論社）
⑦学校，教師， 子ども一教師ガイドブック（昭36.4，北海道指導主事連盟）
＠選抜教育の歩みとその実践（昭40. 9，教育評論社）
⑨授業改造をいかにするか（昭43.12，教育評論社）
(3）雑誌論文
①生活教育をめぐる問題－4時間カ リキュラムへの批判と意見（昭31. 9，教育評論社）
②歴史教育 現代史，とくに明治改革の後年の取扱い（昭32.7，教育評論社）
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中学社会のあゆみとその問題点（昭32.12，教育評論社）
3，教育評論社）カリキュラムの新しい問題点（昭30.
9，教育評論社）
I，教育評論社）
教科指導の合理化（昭32.
指導主事の任務（昭34.
3，教育評論社）学校経営のあり方ースコットランドの学校（昭36.
4，教育評論社）
欧米における学校指導の方法私の欧米の教育観（昭38. 10，教育評論社）
教員養成の諸問題ーイギリスの教員養成について（昭38.
?????????
9，教育評論社）後期中等教育の諸問題 高校は選抜か，全入か，義務制か （昭40.
対話(4) 
大学，学生，学生運動 （梶浦善次先生に聞く） （昭43.10，教育評論社）
その他(5) 
高等学校教育研究会誌，学校図書館高等学校長協会誌，北海道新聞，北海タイムスに寄稿，
協力会研究紀要，教護協会誌 「はぐくみJ，ほっかいどう青少年 （北海道青少年養成協会編）
教育評論等に執筆。
むすび
いすれにして磯員教授の本学以外のご功績は，最後に略歴を示すにとどめることとするが，
そして公正に，児童，生徒，学生にはひたむきな愛情をそそがれながら
の50年であったと思う。そんな中から，教育一筋のひとこまをご紹介したいと思う。 それは昭
和51年11月，北海道札幌旭丘高等学校長の時，文部大臣から教育者表彰をうけられたのである。
も教育の道を誠実に，
この時教授は，天皇陛下からお言葉教育者としての名誉これにすぎることはないのであるが，
を賜わる為宮中に伺候されたのである。その際の感激を貞夫人と共に俳句に詠んでおられる。
よしじ木葉髪受賞の我に妻も添ひ
いて奔閲の夫に添ひ立ち照紅葉
今後の磯貝教授の一以上先生の長い教育者としてのご業績に対し深い感謝を捧げると共に，
層のご自愛をお祈りして摘筆したいと思う。
昭和61年1月，長年の教育功労に対し， 勲4等旭日小綬章を受章されたことを附記し追記
ておよろこび申しあげたいと思う。
学歴及び職歴
北海道札幌師範学校本科第2部卒業昭和11年3月
慶島高等師範学校教育科卒業昭和19年3月
北海道大学法文学部史学科卒業昭和25年3月
北海道函館市千代ヶ岱小学校訓導
北海道函館市的場尋常高等小学校訓導
北海道庁立室蘭中学校教諭
昭和11年4月
昭和12年4月
昭和19年4月
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昭和25年4月 北海道札幌第一高等学校教諭
昭和26年 5月 北海道教育委員会指導主事
昭和33年 5月 北海道教育委員会学校教育課指導班首席
昭和36年8月 北海道奈井江高等学校長
昭和39年4月 札幌市教育委員会指導部指導室長
昭和43年4月 北海道札幌開成高等学校長
昭和45年4月 北海道札幌旭丘高等学校長
昭和52年4月向上退職
昭和52年4月 北海道女子短期大学教授
褒賞
昭和48年 9月 全国高等学校放送研究会表彰
昭和51年 9月 北海道教育功績者表彰
昭和51年11月 文部大臣教育者表彰
昭和61年11月 勲四等旭日小綬章受章
現在に至る
